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成長計画2008-2009の重点施策
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プロジェクトベース ITアウトソーシング サポート＆トレーニング

▍ＩＴサービス市場環境

【図１】 国内ITサービス市場 投資額予測 （2007年～2012年、9月調査）

（億円）

【図２】 国内ＳａａＳ市場 投資額予測 （2007年～2012年、9月調査）

ＳａａＳ
予想成長率（ＣＡＧＲ）＝＋１７．３％

（億円）

「ICTサービス事業の強化」

ＩＴアウトソーシング
予想成長率（ＣＡＧＲ）＝＋５．３％

システムサービス
予想成長率（ＣＡＧＲ）＝＋３．１％

サポートサービス
予想成長率（ＣＡＧＲ）＝▲０．１％

採算性の向上･筋肉質に 成長への取り組み

景況悪化による投資意欲の冷え込みから、景況悪化による投資意欲の冷え込みから、国内国内ITITサービス市場サービス市場の成長鈍化が懸念されるの成長鈍化が懸念される

（補足） ＩＤＣ区分による「プロジェクトベース」、「サポート＆トレーニング」は
当社売上区分の「システムサービス」、「サポートサービス」にそれぞれ該当します。

「企業体質のさらなる強化」

出典： IDC Japan, 2008年9月「国内SaaS市場2007年の分析と2008年～2012年の
予測アップデート」（J8380106)

出典： IDC Japan, 2008年10月「国内ITサービス市場 産業分野別2007年の実績と
2008年～2012年の予測アップデート：2008年上半期」（J8460107)
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保守統合等 事務所統合
統合一時費用 ネット・シナジー

コスト構造の最適化サービス採算性の向上

▍取り組み ①企業体質のさらなる強化 営業利益率の改善

【図３】 不採算発生金額

【図４】 システムサービスの売上総利益率

【図５】 エンジニア人員比率（全社員に占めるエンジニア数の割合）

【図６】 ネットマークス・コストシナジー

品質管理体制・プロセスの強化
⇒サービス品質の向上

⇒不採算案件撲滅

内工稼働率の向上
⇒外注発注額の最適化

業務プロセス・要員配置の最適化

⇒業務効率の向上

⇒直接業務への人員シフト

統合効果の実現

⇒ネットマークス・コストシナジー

（億円）

（億円）
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ICTサービスの全体像

▍取り組み ②ＩＣＴサービス事業の強化 高収益・高成長企業へ

売上高

SI＋NI
（システムサービスを中心とした既存事業）

ICTサービス

時間

【図７】 売上高構成推移イメージ図

利用型サービスアウトソーシング

新サービス新サービス既存既存サービスサービス SaaSSaaS等等

現在

既存アウトソーシング
S-BITS（地銀ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ）

ICTハウジング 2008/10/1

ICTホスティング 2008/10/16

•教育分野「RENANDI®」 2008/4/1

•物流分野「UNITRATM」 2008/7/30

•住宅分野「AirTriQ®」ASP 2008/8/1

•「SASTIK®サービス」 2008/9/1

•「SparkMailTM」 2008/2/1

•「PowerWorkPlaceTM」 2008/7/16

•グローバルメール （予定）

今後も次々と新ﾒﾆｭｰを追加予定

3年後

～
～

※日付はサービス開始日
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日本ユニシスグループ

▍一流の企業を目指して すべてのステークホルダーにとって魅力的な会社

社員

社会

顧客 株主
サービス

対価 資本

還元

共存 貢献

高成長・高収益を実現・
持続し十分な利益還元を
行うことにより、株主の
期待に応えます。

高品質かつ高付加価値の
サービスを顧客に提供す
ることで、高成長・高収
益を実現します。

・ＣＯ２排出量の削減
（昨年度228トン）
・オフィスでの紙の使用量を削減
（昨年度約43,000枚）
などを継続して実行します。

「ITがヒトと社会に出来ること」
・カーボンマネジメント
・柏カラダすっきりプロジェクト※

ITソリューションを通して、環境や
地域活性化に貢献します。

中長期目標：営業利益300-350億円
短中期目標：売上高営業利益率6-7％

予定：増配（7.5円→12円→15円）
目標：配当性向2割へ向け段階的増配

・働きやすい職場環境
・研修制度
・BCP(疫病、災害)など

『一流の企業』(お客様に、社会に、そして株主に高い価値を提供する企業)となるために
社員のひとりひとりが『一流の企業人』に向け、自ら成長し続ける会社を目指します

※ITを活用した
「地域健康ネットワーク」



（注）本資料で記述しております業績見通し等の予測数値は、現時点での入手可能な情報による判断および
仮定に基づき算定しており、リスクや不確定要素の変動および経済情勢等の変化により、実際の業績は、
本資料における見通しと大きく異なる可能性があることをご承知おきください。
また、本資料は投資判断のご参考となる情報の提供を目的としたもので、投資勧誘を目的として作成した
ものではありません。


